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１．大学の概要

学校法人 武田学園(1948年)

〈部門〉

• 広島文教女子大学(1966年)

• 広島文教女子大学附属高等学校(1957年)

• 広島文教女子大学附属幼稚園(1971年)

• 学園統括部
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 人間科学部
 （入学定員390名、専任教員92名）

 初等教育学科
 人間福祉学科
 心理学科
 人間栄養学科
 グローバルコミュニケーション学科
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２．平成24年度認証評価の結果について

 基準ごとの評価

 基準項目ごとの評価結果

①建学の精神、大学の使命・目的等の具現化に

向けたプロジェクト活動

⇒ 「育心育人21」、「文教スタンダード21」

②英語コミュニケーション・スキルの養成を

目的とした取組み

⇒ 「BECC」（Bunkyo English Communication Center）
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 基準項目ごとの評価結果

③学科の教育目標・内容・方法の評価を総合的

に進めるシステム

⇒ 「カリキュラムマネジメント」

④教育研究活動、大学運営の改善・向上に

繋げる仕組みの開発・導入

⇒ 「BMS」（文教マネージメントシステム）
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３．改革エンジンとしての「BMS」

 「BMS」の導入目的 → 改革・改善活動のシステム化

 ビジョン・ミッションの構築(2004年)

・学園ビジョンの構築 ・大学ミッション

 目標システムとしての「BMS」

・中期計画(2006年度～) ・目標の連鎖

 人事評価への情報提供

・人事・処遇制度(2005年度) →「BMS」とは別もの
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図１ 「BMS」の目的
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「学園訓」（創設者・武田ミキ制定）

一、真理を究め 正義に生き 勤労を愛する人に

なりましょう。

一、責任感の強い 逞しい実践力のある人になり

ましょう。

一、謙虚で優雅な人になりましょう。

「建学の精神」 真実に徹した堅実なる女性の育成

「教育理念」 心を育て 人を育てる

7



「大学ミッション」

一、広島文教女子大学は、謙虚で優雅な人間性を

育むとともに、やさしくあたたかい心で他者

を思いやることのできる人を育成します。

一、広島文教女子大学は、正しい判断力とたくま

しい実践力を身につけた人を育成します。

一、広島文教女子大学は、地域とともに成長しつ

づける大学を目指します。
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図２ 目標体系
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４．学士課程教育と「文教スタンダード21」

 「文教スタンダード21」について

大学ミッションを学士課程教育の中で達成するための

プロジェクト(2007年度)

 教養教育の再構築(2009年度)

・「学士力」と「教養」の再生 ・特色ある教養教育

 「BECC」の開設(2008年)

・開設の目的

→ 「自律学習スタイル」によるコミュニケーション力の育成

・「SALC」（Self-Access Learning Center）

→ ラーニングアドバイザーによるサポート体制
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図３ SALCの写真
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５．認証評価から改革・改善へ

 PDCAサイクル

 「質的転換」WGとカリキュラムマネジメント

・ワーキングの目的

→ 新たな「教育システム」の構築

・カリキュラムマネジメント

→ 目標の体系化と達成のための仕組みづくり

・育心育人教育推進委員会の役割

→ 評価と改革・改善
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おわりに

 「評価報告書」の参考意見

 2007年度「大学全入時代」の到来

 武田哲司・前理事長の思いを受け継いで
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